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?
　2005年度は、研究初年度として研究者それぞれの研究関心に応じて、聞き取り調査による現状
分析を行い、フレームワークの開発を行うことが主たる研究目標であった。具体的には、国内お
よび海外の知恵創出型組織、特にさまざまな危機に対して高い安定性を有している組織、ないし
は商品やサービスにおいてクリエイティビティの高いものを市場に提供している代表的企業を複
数訪問し、その危機管理に当たっている者、あるいは製品開発に当たっているものを中心にした
綿密な聞き取り調査を行った。調査対象となった組織の例は以下のとおりである。
　訪問先組織（例）
　NTTコミュニケーションズ、ソフトバンクBB、日本テレコム、米国大使館、ソニー、日経統合
システム、IIJ等
　聞き取り調査の結果、組織的問題認知の形成すなわち「組織の問題化（Organizational
Problematization）」という視点やWeickらのいう不測の事態に強い「高信頼性組織」の概念が今後
の研究において極めて有効であるという感触を得るとともに、研究アプローチとして組織構成員
の認知や動機など組織のミクロ的な側面に注目することが重要であり、また組織の置かれている
状況依存性を無視しえないことが確認できた。
　こうした議論を中心に本研究が目指している知恵創出型組織の開発・デザインや知を創出する
人材の管理・育成に関するフレームワーク構築を行った。このフレームワークにおいては、社会
学、文化人類学でいうところのetic（研究者の視点）とemic（当事者の視点）の双方の融合を図る
ことによって、より現実性が高く、理論的な精度も高い成果を期待することができる。
　最終年度には、アンケート調査を実施する予定であるが、既に先行してICT（lnformation　and
Communication　Technology）業界のネットワーク／セキュリティオペレーションの分野において危
機管理の最前線を担当するものに対してその業界に的を絞ったアンケート調査を企画、設計、実
施した。現在、基礎的な統計分析は終了しており、さらに事業別等の詳細な分析を行っていると
ころである。本調査は、最終段階で行うアンケート調査の予備的な位置づけであるが、質問項目
の洗い出し、尺度の構成、分析アプローチの見通し等に大きく貢献するものと期待される。
　また、聞き取り調査、および先行アンケート調査の協力者には本研究の中間成果をフィードバ
ックするとともに今後もさらなる協力を要請した。また、あわせて中間成果を学会、論文等で報
告した。その1つが研究代表者中西の論文「ICTオペレーションに求められるケイパビリティ」
（『OA』オフィス・オートメーション学会誌Vol．26．　No1第109号）である。
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